
現在国では、地域医療構想調整会議での協議を前提とした様々な施策について議論が進められている。

令和４年（2022年） 令和５年（2023年）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

第1回調整会議 第2回調整会議

在宅療養ワーキング

来年度の地域医療構想調整会議の進め方 資料6

地域医療構想に関連する国の動向

◆
外来機能報告
病床機能報告

◆
国から外来機能
報告結果提供

◆
紹介受診重点
医療機関について
協議結果公表

紹介受診重点医療機関に関する協議

・地域の外来医療提供体制の現状と課題について、地域の関係者で認識を共有

・「医療資源を重点的に活用する外来を地域で基幹的に担う医療機関（紹介受診重点医療機関）」について、医療機関の意向

や基準の適合状況等を踏まえて議論

・都道府県は、医療機関の意向と協議の場での結論が一致した紹介受診重点医療機関を取りまとめて公表

地域医療構想に係る民間医療機関も含めた対応方針の策定・検証・見直し

・都道府県で、2022年度及び2023年度において、地域医療構想に係る民間医療機関も含めた各医療機関の対応方針の策定や

検証・見直しを実施

・検討状況については、都道府県が定期的に公表

 国の示す方向性やスケジュールを踏まえ、令和４年度以降の調整会議で協議する内容や時期を決定していく。

※2024年4月の医師の時間外労働上限規制の適用に向けて、医師の働き方改革についての情報提供、意見交換を予定

（詳細は今後決定）


